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報 道 発 表 資 料 

令 和 8 年 7 月 23 日 

国 立 国 会 図 書 館 

 

「デジタルアーカイブフェス 2026―デジタルアーカイブの時代の

交差点―」の開催 

 

国立国会図書館は、令和 8 年 8 月 25 日（火）に、内閣府知的財産戦略推進事務局と共催

で「デジタルアーカイブフェス 2026―デジタルアーカイブの時代の交差点―」を開催します。 

このイベントでは、第Ⅰ部で、デジタルアーカイブの実践が積極的に行われているアート

の現場に着目し、「デジタルアーカイブの未来の可能性」をテーマに基調講演と対談を行いま

す。第Ⅱ部では「デジタルアーカイブの現在」の取組としてジャパンサーチ連携・活用事例等

に係るセッションを、第Ⅲ部では過去をクローズアップし、「昭和 100 年」をテーマにデジタ

ルアーカイブの活用事例紹介やトークセッションを設けて、それぞれの事例を紹介します。

また、デジタルアーカイブに取り組む機関や活用者を顕彰するデジタルアーカイブジャパン・

アワード 2026 の受賞者発表を行います。 

さまざまな立場から、デジタルアーカイブに関する最新の動向や取組事例、知見の報告が

あります。アーカイブ機関の関係者や、デジタルアーカイブをこれから活用したいとお考え

のみなさまは、ぜひご参加ください。 

 
野村芳光 [作] ほか『京洛名所 : 野村芳光創作版画』, 三光会, 昭和5. 国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/pid/2542914/1/7） 

https://dl.ndl.go.jp/pid/2542914/1/7
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【イベント概要】 

日 時 令和 8（2026）年 8 月 25 日（火）10:00～16:20 

場 所 オンライン（Zoom Webinars / YouTube で配信） 

申込方法 以下のページからお申込みください。 

https://www.cas.go.jp/jp/seisakukaigi/titeki2/forum/index.html 

☞ Zoom Webinars の定員は 500 名 / YouTube によるライブ配信は定員なし 

参 加 費 無料 

そ の 他 イベントの様子は録画し、後日、ジャパンサーチ公式 YouTube チャンネルで

公開します。 

☞ https://www.youtube.com/@japansearch2673 

 

プログラム（予定） 

開会（10:00） 

（１）開会挨拶 

内閣府知的財産戦略推進事務局長 

【第Ⅰ部】シンポジウム 

（２）基調講演（10:05～） 

「アートとの協働―来たるべきデジタルアーカイブに向けて」 

東京都現代美術館学芸員 森山 朋絵 

（３）対談（10:50～） 

     東京都現代美術館学芸員 森山 朋絵 

東京大学大学院人文社会系研究科准教授 大向 一輝 

（４）デジタルアーカイブジャパン・アワード 2026 表彰（11:35～） 

進行：デジタルアーカイブジャパン・アワード 2026 選考委員長／ 

東京大学大学院人文社会系研究科准教授 大向 一輝 

（休憩 11:55～13:30） 

【第Ⅱ部】ジャパンサーチ連携・活用事例等 

（５）ジャパンサーチとの連携について（13:30～） 

国立国会図書館 

（６）ジャパンサーチ連携・デジタルアーカイブ活用事例報告（13:40～） 

○「愛知県図書館のデジタルアーカイブについて」 

愛知県図書館サービス課人文・地域グループ課長補佐 成田 克己 

https://www.cas.go.jp/jp/seisakukaigi/titeki2/forum/index.html
https://www.youtube.com/@japansearch2673
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○「デジタルアーカイブの構築とジャパンサーチ連携 

―新潟県立近代美術館・万代島美術館の場合」 

新潟県立万代島美術館主任学芸員 伊澤 朋美 

○「博物館連携によるデジタルアーカイブ ―「宮城の民具」の構築と活用―」 

宮城県教育庁文化財課技師 小林 直輝 

○「「鑑賞する」ギャラリーから、「参加する」ギャラリーへ  

―ウェブギャラリーの可能性を模索する―」 

福岡市博物館学芸員          大森 真衣子 

同デジタルアーカイブ推進員 宮原 由橘菜 

○「生徒が資料からストーリーをつくる試み 

―中高生の授業におけるジャパンサーチの活用―」 

都留文科大学教養学部地域社会学科教授 髙橋 傑 

（休憩 14:55～15:10） 

【第Ⅲ部】デジタルアーカイブを通じた過去のクローズアップ：昭和 100 年を迎えて 

（７）自治体・民間企業等による活用事例紹介（15:10～） 

○「市役所全体で取り組むデジタルアーカイブの構築」 

相模原市情報公開・文書管理課課長 湯田 和弘 

○「三井文庫デジタルアーカイブの取り組み」 

公益財団法人三井文庫研究員 小杉 亮介 

（８）トークセッション（15:40～） 

    相模原市情報公開・文書管理課課長 湯田 和弘 

公益財団法人三井文庫研究員 小杉 亮介 

国立情報学研究所名誉教授 高野 明彦 

（９）閉会挨拶（16:10～） 

  国立国会図書館電子情報部長 

閉会（16:20） 

 

 
 

【お問合せ先】 国立国会図書館 総務部総務課広報係 

TEL：03-3506-5103（直通） 


